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「長崎EV&ITS（エビッツ）プロジェクト」は、「未来型ドライブ観光」の実現に向け、EV（電気自動

車）とITS技術を融合させ、来訪者や地域にとって有益なサービスを展開し、地域や観光の活性化を目指

し、長崎県を中心に五島列島をフィールドに取り組んでいる。これまでに、地域ならではの魅力あるコン

テンツを収集・集約・共有し、様々なデバイスへ提供する仕組みとして「観光情報プラットフォーム」を

構築してきた。 
本稿では、これらを活用し、新たな通信媒体として期待される「ITSスポット」を活用したカーナビや

携帯・スマートフォンなど様々なデバイスでの情報配信がいよいよ行われる段階にあるプロジェクトの進

捗として、実運用を開始するサービスを紹介する。特に、ITSスポットによるドライブ支援情報配信（IP、
非IP）、EVの充電残量に応じたナビでの充電施設の案内や、Webとナビとの連携、地元住民によるワーク

ショップの取組やサービスの自立的な運用に向けた検討内容について報告する。 

 
     Key Words : EV(electric Vehicle), ITS, Tourism, Sightseeing promotion, Solitary island promotion 

 

 
1. はじめに 

 

(1) 長崎EV＆ITS（エビッツ）プロジェクトとは 

長崎EV&ITSプロジェクトは、ユネスコの世界遺産暫

定リストに登録された「長崎の教会群とキリスト教関連

資産」や豊かな自然を有する長崎県五島列島地域におい

て、EV(電気自動車)とITSとを連動させた「未来型ドラ

イブ観光」の実現を目指し、2009年10月に取組みが開始

されたプロジェクトである。国、自治体、関係団体及び

メーカーなど、産官学連携によるコンソーシアムと4つ

のワーキンググループ(WG)を組織し、近年普及の進む

EVやITSの技術を融合し、地域振興や観光振興に資する

取組を行っている。EV、充電設備、ITSスポットサービ

ス、観光情報プラットフォーム、スマートグリッドなど

の実用化、汎用化を目指し、技術的要件や制度等を検討

しながら、その実配備に向けて活動が進められている。 

 

(2) プロジェクトの経過 

平成23年度までに、五島列島において140台のEV・

PHVとそれら車両に搭載されるITSスポット対応カーナ

ビ、充電設備（14箇所27基の急速充電設備、43基の普通

充電設備）、ITSスポット（IP系12基、非IP系8基）のハ

ード面での実配備が実現し、観光用レンタカーを中心に

既に運用が開始されている。 

導入当初から、一地域で100台というまとまった台数

のEVが運用を開始するという実験的な試みであること、

五島列島を訪れる観光客や来訪者が自由に高性能のITS

スポット対応カーナビを搭載した電気自動車（EV）を
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体験することができることから話題となった。また、

2010年7月には、五島市において100台のEVが集結する

「EV100台パレード」を行った（図-1参照）。また、ロ

ゴマークを一般公募するなど、プロジェクトが実施地域

を越えて広く認知されるように努めてきた (図-2参照)。 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 EV100台パレードの模様（2010.7.五島市） 

 

 

 

 

図-2 長崎EV&ITSロゴマーク 

 

観光用レンタカーとしての運用を行いながら「未来型

ドライブ観光」に求められる課題やニーズの抽出も並行

して得ることができている。これまでに、EVの乗り心

地など、走行性能に対する評価は極めて高いものの、電

池残量に関する不安や、充電方法・充電設備の位置など

の不安は多くの利用者がアンケートにより指摘されてお

り、貸出時にEVを選択しない利用者の主たる理由とし

ても挙げられている。また、レンタカーの稼働率は、観

光シーズンやお盆の時期で60～80％ほどの稼働があるも

のの、全体的に25～30％程度で推移している。観光によ

る地域活性化の着眼点からは、さらに大きく底上げして

いくことが重要である。 

一方、ソフト面では、「未来型ドライブ観光」のサー

ビス実現を目指して、観光情報プラットフォームの整備

を進めている。たとえば、観光地を訪れEVで周遊する

来訪者は、来訪前に魅力ある旅行プランのサービスを受

け、ドライブ中には旅行プランや見どころ、旬のイベン

トなど、ピンポイントな情報サービスを受けることがで

き、さらにはEVの充電残量や充電設備の案内などによ

り、安心・快適に走行できる。加えて、将来的にはお土

産代金やイベント参加費用などもスムーズに電子決済で

きるといったものである。（図-3参照） 

観光情報プラットフォームの運用開始は今夏頃を予定

しているため、現在は暫定的にドライブ中の情報サービ

スに限定したサービスを、ITSスポットを通して開始し

ている状況である。また、サービスの具体的な実現のた

めの技術面、体制面、運用面及び有意性の観点から検討

と整備を進めている。EVの魅力と五島そのものが持つ

観光地としての魅力を、観光客や来訪者に「発見」、

「感動」とともに楽しんで頂ける仕組み・サービスの検

討も併せて行っている１）。 

本稿では、五島を訪れる観光客や来訪者が、EVの快

適・安全な走行環境を楽しむだけでなく、ドライブ中に

ITSスポット対応カーナビなどのメディアを通して、五

島地域ならではの魅力ある情報・コンテンツを受け取り

つつ、予約・決済サービス等による円滑な観光行動が行

えることで、観光に更なる彩りをもたらし、地域観光の

活性化、地域の魅力向上に資することを目指している取

組みを報告する。また、観光・地域活性化支援型の地域

ITSモデルとして標準化を図る今後の展望について紹介

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

図-3 未来型ドライブ観光システムのイメージ
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2. 未来型ドライブ観光の目指すサービス 

 

(1)魅力ある観光資源をもつ島、五島列島 

長崎県の北西部に位置する五島列島は、中通島や若松

島、福江島などを中心に、約 140の島からなる西海国立

公園に指定された自然豊かな地域である。また、歴史的

にキリシタンの香りが色濃く残る地域で、多くのカトリ

ック教会が存在し、世界遺産の暫定リストに登録されて

いる。加えて、辞本涯、大宝寺（西の高野山）など弘法

大師にまつわる地であるなど、あまり知られていない歴

史的資源も豊富である。さらに、東シナ海の漁船団の先

端基地として栄えた過去も持つ、海産物が豊富で釣り客

を受け入れる観光地としても有名な地域である。 

また、最大の福江島でも一日で走行する距離は 150km

程度と限られているため、短い期間でも自然と文化、歴

史を楽しむことができる観光地として人気を博してきた。

一方で、観光入れ込み客数が減少傾向にある点が、他の

地方と同様課題となっている。 

 

(2)実現を目指すサービス目標 

ITS技術の活用により、五島を初め

て訪れた観光客でもEVを安全・円滑

に運転でき、観光を楽しめるサービ

スの具体の実現を目指して、コンソ

ーシアムでは「実現を目指す26のサ

ービス」を設定した(2。 

これらをもとに、平成22年度には、

観光客向けのサービスに特化したITS

サービスリクワイアメントを作成し

た（図-4 参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらから、平成23年度に、特に実現性・必要性がと

もに高いサービスとして議論されてきた「観光情報サー

ビス」「安全安心情報サービス」「予約・決済サービ

ス」「プローブデータ取得」について、実現性の難易度

（技術面・運用面・費用面等）を考慮した段階的な実現

目標を整理し、検討を行っている。既にレンタカー事業

として、サービスがスタートしていることから、施設や

設備の整備の進捗に合わせてサービスを順次実現してい

くことに注力した。各テーマに対し、①短期に実現する

サービス、②比較的短期に実現するサービス、③中長期

的に実現するサービスと、段階的な実現目標に応じた検

討を行った（図-5参照） 

次項以降に、上記のサービス実現に向け取り組んだ検

討経過を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 実現サービスの全体構成(案) 

 

 

 五島観光Ｗｅｂサービス
①観光情報提供 ②ＭｙＰｌａｎ設定支援

五島観光Ｗｅｂサービス
①コンテンツ評価（来訪者評価、第三者評価）

ＩＴＳナビサービス
①旅行プラン設定支援（初期登録／チュートリアル）

②ＭｙＰｌａｎサービス（設定支援／ＭｙＰｌａｎダウンロード）

③チュートリアル ④詳細な地図情報

⑤ＩＴＳナビ-メインサービス

【チャンネルプラン提供（ご当地の旅行を楽しむ充実情報）】
Ａ）ローカルスポット情報提供（到着地手前で音声案内）
Ｂ）ルートプラン情報提供（音声案内）

⑥ＩＴＳナビ-サブサービス

Ａ）充電案内サービス（充電設備誘導、充電残量警告支援）
Ｂ）タイムキーパーサービス（旅行行程のモニタリング支援）
Ｃ）公共交通運行情報連動（運航遅延情報の提供）
Ｄ）立ち寄りコンシュルジュサービス（旅の気づき・発見を提案）

ＩＴＳナビ＆ケータイ連動サービス
①さるくサービス（クルマを降りてからの案内）

出発前（自宅）

来訪（五島へ）

帰宅後（自宅）

旅行計画・情報収集

（他の媒体からの誘導） （民間のサービス）

再訪･リピータ喚起

観光情報
プラットフォーム

発信者向＞
①ｺﾝﾃﾝﾂ入力更新
（ｽﾎﾟｯﾄ･ﾙｰﾄ･ｲﾍﾞﾝﾄ）
②受入支援
（評価内容閲覧）

管理者向＞
①旅行行動分析支援
（ログ管理）
②ｺﾝﾃﾝﾂ管理
③ｼｽﾃﾑ管理

評価者向＞
①来訪者評価分析支援

充電設備
情報提供システム

①充電施設満空情報
②充電器状態管理

ＤＳＲＣ
情報制御システム

①情報伝送管理
（ｉｎ／ｏｕｔ）

センターサーバ
（公共のサイト）

その他将来
・予約サービス
・多言語化対応
・決済機能など

DSRC/テレマ等通信を活用

ＥＶレンタル

ドライブ中

観光・訪問先

図-4 長崎EV&ITS サービスリクワイアメント（平成 22年度提案） 
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（充電残量）

安全安心
情報

①短期実現 ②比較的短期に実現 ③中長期的に実現

･IＰ系サービスを用いた
コンテンツ配信（観光ｽﾎﾟｯﾄ･
充電施設等）
・スポット情報の目的地設定

･非IP系サービスによる
簡易図形・音声情報の配信
（同左）

観光情報 ･複数施設の
ルート案内

（POIX情報を活用
したルート案内）

･IP系サービスを用いた安心
・安全情報の案内
（事故多発箇所･通行規制等）

･EVの充電残量低下時の
アナウンス (CAN接続の活用）

･非IP系サービスを用いた安全
安心情報の案内
（簡易図形･ 音声情報の配信（同左）)

･ EVの充電残量低下時のｱﾅｳﾝｽ
と充電施設案内（充電設備への誘導）

決済 ･IP系サービスを用いた予約

サービス（ｲﾍﾞﾝﾄ等地元ﾆｰｽﾞに
応じて整備）

･IP系ｻｰﾋﾞｽを用いた

予約・決済ｻｰﾋﾞｽ
(買い物等の決済)

･EMV決済の実現
（全国的な技術開発

動向を踏まえて導入）

プローブ ･ｵﾌﾗｲﾝ下でのﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀの
蓄積と分析及び利用
（観光振興・安全対策等へ
のﾃﾞｰﾀ活用(立寄率や高利
用頻度路線など)）

･非IP系ｻｰﾋﾞｽからのﾌﾟﾛｰﾌﾞ
ﾃﾞｰﾀの収集と蓄積･分析

･ｵﾝﾗｲﾝﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞによるﾚﾝﾀｶｰ
の安全管理

･ﾘｱﾙﾀｲﾑｵﾝﾗｲﾝ化
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3. 観光情報サービス 

 

(1) 観光情報プラットフォームによるコンテンツ管理 

本プロジェクトでは、前ページ図-4に示したように、

来訪者や観光客の観光行動（出発前の計画段階から帰宅

まで）にあわせて地域の魅力を着実に伝えるために、 

● 魅力を伝えるインパクトある情報 

● 鮮度の高い情報 

● 判り易いサービスの情報 

を、発信者に負荷をかけることなく「収集」し、陳腐化

しないよう「管理」し、様々な場面で様々な媒体から

「提供」できる仕組みとして、観光情報プラットフォー

ムの整備を進めている。 

観光情報プラットフォームの概念図を図-6に示す。観

光情報プラットフォームは、観光ルート・スポットや地

域の魅力ある情報や、交通安全等の有益な情報を、簡易

かつ容易に収集・管理できるようにWeb上に構築する仕

組みである。収集されたコンテンツは、提供者の工夫次

第で様々な媒体で自由に活用できるよう、共通のデータ

ベース（以下、DBという）の定義（表-1参照）を定め

ることに力点を置き、仕組みを構築した。 

 

(2) カーナビでの観光情報の提供 

来訪者や観光客への情報発信の手段として、カーナビ

に着目したサービスの実現を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-1 データベース定義例（スポット情報） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通常カーナビに内蔵された施設情報は、カーナビメー

カーが準備するため、自治体や地域が例えば観光に特化

した情報を配信したくても容易に実現することは困難と

なっている。 

本プロジェクトの取り組みでは、IP通信並びに非IP通

信に対応したITS車載器ナビを用いて、ITSスポット通信 

 

カラム名 データ型 桁数 MySQL型 初期値等 補足

+ 表示クラス（共通）

Web表示フラグ web_flag テキスト 3 char(1) 0 Webへの表示を許可

+ 名称クラス（キークラス①）

スポット属性 spot_type テキスト 2 char(2) NOT NULL Public[1]/Semi-Public[2]/Private[3]

登録日 regist_date 日付 10 datetime NOT NULL 発信者が登録・更新した日付

発信者ID sender_id テキスト 12 varchar(12) NOT NULL 発信者ID

承認日付 app_date 日付 10 datetime NOT NULL 管理者が承認した日付

エリア area テキスト 2 char(2) 01

大分類 acode テキスト 2 char(2) NOT NULL コード表参照のこと

中分類 bcode テキスト 2 char(2) NOT NULL コード表参照のこと

小分類 ccode テキスト 2 char(2) NOT NULL コード表参照のこと

スポットNO spot_no テキスト 4 char(4) NOT NULL 上記分類と分けた

スポットＩＤ spot_id 整数 4 char(4) NOT NULL 固有のＩＤ（カテゴリの説明も包含）（連番）

スポット名称 spot_name テキスト 70 varchar(70) NOT NULL 観光地の名称

スポット名称（かな） spot_name_kana テキスト 70 varchar(70) NOT NULL よみがな

スポット名称（英文表記） spot_name_english テキスト 70 varchar(70) NULL 多言語対応

テーマID theme_id テキスト 2 char(2) NOT NULL 検索時のテーマID

カテゴリー1-n(ID) ≪n=3以上≫ テキスト 10 ??? カテゴリークラスに分類されるID

カテゴリー1-n(名称) ≪n-3以上≫ テキスト 70 ??? その名称

twitterID twitter_id テキスト 20 varchar(20) NULL

FACEBOOKページID facebook_id テキスト 100 varchar(100) NULL
ごみ投げ捨て・屋外喫煙禁止区域フラグ dust_flag テキスト 1 char(1) 0 禁止区域内のスポットはこのフラグを有する

ITSスポットフラグ itsspot_flag テキスト 1 char(1) 0 ITSスポットの有無

急速充電器フラグ charge_flag テキスト 1 char(1) 0 急速充電器の有無

wifiスポットフラグ wifispot_flag テキスト 1 char(1) 0 wifiスポットの有無

駐車場フラグ parking_flag テキスト 1 char(1) 0 駐車場スポットの有無

トイレフラグ toilet_flag テキスト 1 char(1) 0 トイレスポットの有無

参照URL refer_url テキスト 100 既存サイトなどのURL

+ 位置クラス（キークラス）②

座標 coordinates GEOMETR geometry NULL MySQLでの平面空間データ型

緯度（世界測地系） wgs84_lat テキスト 10 decimal(10,7) NOT NULL WGS84（世界測地系）

経度（世界測地系） wgs84_lon テキスト 10 decimal(10,7) NOT NULL WGS84（世界測地系）

緯度（日本測地系） mapple_lat テキスト 10 decimal(10,7) NOT NULL 日本測地系

経度（日本測地系） mapple_lon テキスト 10 decimal(10,7) NOT NULL 日本測地系

郵便番号 zipcode テキスト 7 char(7) NOT NULL 7ケタ郵便番号表示

所在地（県） pref テキスト 10 varchar(10) NOT NULL

所在地（市町） city テキスト 70 varchar(70) NOT NULL 郵便番号から参照される住所を表示

所在地（町域名以下） town テキスト 70 varchar(70) NULL それ以下の住所を表示

所在地［英文］ address_english テキスト 200 varchar(200) NULL 英文

電話番号1-n ≪n=2以上≫ telephone1 テキスト 15 varchar(15) NOT NULL 電話番号１（必須）

電話番号1-n ≪n=2以上≫ telephone2 テキスト 15 varchar(15) NULL 電話番号２

FAX番号 fax テキスト 15 varchar(15) NULL FAX番号

アクセス説明 access テキスト - text NULL アクセス方法をテキストで説明

アクセス説明［英文］ access_english テキスト - text NULL 英文

+ 写真クラス（キークラス③）

画像ファイル1 image1 JPG 50 varchar(50) NULL アップロードされたファイル名

画像ファイル2 image2 JPG 50 varchar(50) NULL アップロードされたファイル名

項目

情報収集 情報管理 情報提供

誰
が

ど
の
よ
う
に

地元受入者 （地元企業）
（地元企業） ナビ事業者

利用者
観光客・来訪者

Webｻｰﾋﾞｽ(PC)

ITS車載器

カーナビ

既存ｻｰﾋﾞｽ提供者

情報ｻｰﾋﾞｽ事業者

DSRC
ｻｰﾋﾞｽ

出発前
や

旅行中
や

帰宅時に

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼなどﾞ

何
を

魅力あるコンテンツ・素材を提供
コンテンツ・素材を配信する受け皿を提供

コンテンツ・素材を集約管理する場を提供
観光客や利用者へのサービスを提供

プラットフォーム管理者 情報ｻｰﾋﾞｽ事業者

（その他企業）

手入力で 他Webと接続して 様々なI/Fに対応するDBを構築して 様々なI/Fに対応するDBを構築して

入力
Ｉ／Ｆ

（Web）

入力
Ｉ／Ｆ

（ｼｽﾃﾑ）

入力
Ｉ／Ｆ

（ｵﾍﾟﾚｰ
ﾃｨﾝｸ

ﾞｻｰﾋﾞｽ）

共
通

I/F

・・・

Webｻｰﾋﾞｽ(ｹｰﾀｲ)

クルマ向ポータルｻｰﾋﾞｽ

・・・

（サービスに対し対価を提供）

旅行中
(クルマ

移動中)に

来訪先で

共
通

I/F

観光情報
プラットフォーム

長崎県
DB

地域情報
・地元発信情報
・旬の情報
・観光情報
・交通情報
・道路情報
など

対価

さまざまな方法
で情報を簡潔

に収集

誰
に

図-6 観光情報プラットフォーム概念図 
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によりカーナビに情報を伝送し、ブラウザ機能と画像・

音声表示機能で情報の閲覧を可能とした。 

ITSスポットのIP通信や非IP通信による情報提供方法の

特性を表-2に示す。サービスの試験運用は、設備の整備

進捗を踏まえ、平成23年8月よりIP通信による以下のサ

ービスを皮切りに、順次開始している。 

● 観光情報（スポット、イベント情報） 

● 交通情報（航空機・船時刻表） 

● 充電施設案内情報（一覧表、地図） 

図-7～9にコンテンツのイメージを示す。 

 

表-2 IP、非IPの情報提供方法別の特性 

 

 

 

 

 

 

 

図-7 ITSスポットより提供しているデモコンテンツ(1) 

 

図-8 ITSスポットより提供しているデモコンテンツ(2) 

 

図-9 ITSスポットより提供しているデモコンテンツ(3) 

 

また、特に平成24年夏からは、非IP通信による以下の

サービスの試験運用を予定しており、サービスの更なる

充実が期待されている。 

● 観光情報・休憩施設案内情報（図形・音声） 

● 充電施設案内情報(図形・音声) 

非IP通信によるサービスは、ITSスポットでこれから向

かう方面の情報を取得・蓄積しておき、ドライバーが蓄

積した情報の案内地点近くを走行する際に提供すること

のできるサービスで、図-10～11のような流れで情報サ

ービスを受けることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-10 非IP通信による提供コンテンツイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-11 非IP通信によるサービス提供イメージ 

 

現状、観光情報プラットフォームが構築中であるた

め、暫定コンテンツを提供しているが、今後、観光情報

プラットフォームのコンテンツ充実と運用安定に合わせ、

リアルタイム情報の配信を行う予定である。 

 

(3) インターネットを介したマルチデバイスでの提供 

来訪者や観光客の観光行動（出発前や来訪時、レンタ

カーの充電の合間、帰宅時など）に合わせて、各シーン

に適したデバイスで情報提供を行うために、パソコンや

携帯電話、スマートフォン等様々な媒体からのアクセス

を想定した情報サービスも、今秋公開を目指し整備中で

ある。 

おすすめルートや観光スポットの案内情報などが閲覧

できるとともに、来訪者や観光客の旅行計画・観光行動

をサポートするサービスとして、MyPlan機能を具備する。  

MyPlan機能は、利用者が会員登録を行えば、来訪予定

の観光スポットや観光ルートを観光情報プラットフォー

ム上に保存・管理できるものである。旅行計画を保存し

提供方法 特性 コンテンツ例

IP ・インターネット通信により、多くの情報量の配信に適し

ている

・ITSスポット下に停車した状態でナビを操作し、情報の

閲覧を行う

・Webコンテンツ（お勧め

コース、スポット、エリア紹

介、EV紹介、MyPlanの取

得など）

非IP ・VICSフォーマット等を活用したプッシュ型の情報配信

が行える。

・ITSスポット下を通過時に情報を取得し、カーナビ画

面に表示。

・データの蓄積が可能で、任意の座標で配信が可能

・提供情報量には制限がある

・施設案内、交通安全情

報、時事に即した情報(災

害情報等）

♪この先、町役

場に、ITS スポッ
トと急速充電器

があります♪ 

観光情報
プラットフォーム 中央処理装置PC、携帯、スマ

ホ等から入力

ＩＴＳスポット（非IP）
福江港ターミナ
ルにて、４画面
の情報を受信

道の駅遣唐使ふるさと館ＩＴＳスポット（非IP）

1枚提供可

福江港ターミナル

荒川温泉

1枚提供可

1枚提供可

ルートＡ（北）

ルートＢ（中央）

ルートＣ（南）

玉之浦カントリーパーク

広域検索情報目的詳細

広域検索情報目的詳細

広域検索情報目的詳細

ＩＴＳ
スポット

（非IP）
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ておくことで、来訪時にEVレンタカーのカーナビに周

遊ルートを伝送したり、来訪先の評価を行ったり、他の

観光客による評価結果を閲覧するなど、旅行を楽しむ際

のサポートツールとしての展開が期待されている。 

図-12,13にマルチデバイスを想定したコンテンツ提供

画面例を、図-14にサービスイメージを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-12 コンテンツ提供例（PC画面） 

 

図-13 コンテンツ提供例（携帯・スマートフォン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-14 観光行動に合わせたサービスのイメージ 

4. 安全安心情報サービス 

 

(1) 交通安全情報サービス 

土地勘が無く、道に不慣れな観光客、来訪者にとって

の来訪先でのレンタカーの運転の不安の軽減を目的に、

ITSスポットで、交通事故多発箇所や運転に注意を要す

る箇所等のコンテンツの提供を行う。また、今後、非IP

の情報配信機能を用いて、交通規制情報や注意喚起を要

する箇所での図形・音声情報の提供を行うことを検討中

である。図-15にサービスイメージを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-15 交通安全情報サービスイメージ 

 

(2) 充電残量案内サービス 

平成22年のレンタカー事業開始以降、EV利用者の最

大の不安要素であった充電残量の不安の問題に対応する

ために、車両情報（CAN情報）とITS車載器とを接続し、

充電残量等の情報を取得し、充電残量に応じてカーナビ

に警告を表示できる機能を具備した。目的地を設定して

いる場合にカーナビの有する残距離情報とCANの充電

残量情報から、目的地に到達できない可能性を警告した

り、緊急連絡先(レンタカー会社)を表示したり、最寄り

の充電施設への案内を行うことが可能となった。これに

より「電欠を起こさず、安心してドライブできる環境」

を実現した。図-16にサービスイメージを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-16 充電残量案内サービスイメージ 

 

  

ＩＴＳスポット

（ＩＰ系）

①観光情報ＰＦ
に事故多発マ
ップを登録

観光情報

プラットフォーム

②IP系接続により、事故
多発地点情報を閲覧。

広域検索情報目的詳細

新上五島町安全運転マップ

③事故多発
地点を注意し
て走行

事故多発地点

充電施設

広域検索情報目的詳細

充電残量警告

30％

充電残量警告

30％

①車両情報から充電残量が
少なくなったら警告

ポーン♪
充電残量が少
なくなりまし
た。充電して
ください。

②ナビやマップ等を頼りに
最寄りの充電施設に移動し充電

広域検索情報目的詳細

道の駅遣唐使ふるさと
館は、長崎県初の離島の
「道の駅」です。五島列島
は、自然に恵まれ、また
教会、寺社をはじめとする
多くの歴史遺産が残って
おり、たくさんの観光客の
方が訪れています。

道の駅 遣唐使ふるさと館

ここへ行く

④ナビにMyPlan
をダウンロードし
目的地設定

ＩＴＳスポット

（ＩＰ系）

観光情報

プラットフォーム

③レンタカーでITSスポット
へ。IP系接続により観光情
報を閲覧。

観光スポット

①地元・地域は
観光情報ＰＦに
情報入力

⑤ナビの案内に
て観光スポットに
向かう

⑥スポットを観光

周遊中・充電中
は他メディアも活
用（携帯・スマート
フォン等）

②来訪者は出発前
に来訪先をMyPlan
登録
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5. 予約・決済サービス 

地元ならではのスポット情報や、その日に行われてい

るイベント情報（たとえば、地元が勧める五島うどんの

店、隠れた観光地、その日ならではのイベントなど）は、

観光客や来訪者にとって、旅行の新たな発見や感動を促

すものであるとともに、地元や地域にとってもビジネス

チャンスや双方のコミュニケーションの契機に繋がる。 

予約・決済サービスは、観光情報プラットフォームに

登録されたその日のイベント情報に対して、MyPlan機能

で管理されるユーザ情報との紐付けを行い、当日の体験

イベントの予約等を可能とするものである。現在は検討

を続けている状況であり、運用体制、参加イベントが具

体化していないものの、将来的には決済機能の付与や、

地域通貨等への展開など、来訪者にとっても地域にとっ

てもメリットのあるモデルについて検討中である。図-

17にサービスイメージを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-17 イベントの予約サービスイメージ 

 

6. プローブデータの活用 

ITS車載器のアップリンク機能を活用し、ITSスポット

を通過する際に、車両のプローブデータ（走行履歴等）

を収集することで、レンタカーの利用状況（利用者の走

行履歴や滞在時間の把握）が把握でき、安全管理や観光

振興計画、サービスの向上に繋げる分析等の基礎データ

として活用可能となるため、検討を進めている。 

・マーケティングへの活用（利用や通過頻度等の把握） 

・充電施設の待ち時間のあるお客様へのサービスの提案 

・エコ診断サービス など 

図-18に活用イメージを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-18 プローブデータ活用イメージ 

7.  情報収集・提供・管理の運用ルール・体制 

5章までに観光情報プラットフォームのコンテンツを

活用した様々な「未来型ドライブ観光」の実現を図るサ

ービスを紹介した。これらのサービスを安定的に運用す

るための仕組みについて以下紹介する。 

コンテンツの運用においては情報を発信する地元の諸

団体・関係者が一定のルールを持って入力・管理する体

制が必須である。これまでのプロジェクトの検討では、

定義書で定められた情報内容に則り入力することを規定

するとともに、入力管理が容易となる観光情報プラット

フォームの画面を準備している。 

一方で、入力の容易さは、入力ツールを準備するだけ

でなく、オペレータを介した入力体制が必要という考え

が、ワーキング、ワークショップにても議論されており、

コンテンツの運用には、オペレータ雇用に耐えうるビジ

ネスモデルニーズも重要である点を踏まえ、現在、情報

管理者となる組織の整備を進めている状況である。 

図-19に観光情報プラットフォームの入力画面例を、

図-20に入力管理体制の概念図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-19 コンテンツ入力画面例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-20 コンテンツ入力管理の概念図 

 

8  観光情報プラットフォームを活用した観光・地域活

性化支援型の地域ITSモデルの検討 

サービスを、自立的に運営していくためには、サービ

ス・ビジネスモデルの安定化と、観光情報プラットフォ

ームの更なる活用策を検討していくことが重要である。 

コンソーシアムではワーキンググループやワークショ

ップを通じて、「観光・地域支援型の地域ITSモデル」

を検討中である。 

体験施設
観光情報ＰＦで
提供される
イベント情報

ＩＴＳスポット

（ＩＰ系）
観光情報

プラットフォーム

②IP系接続により、観光情報プ

ラットフォーム上の観光情報を
閲覧。

①地元は、
観光情報ＰＦ
にイベント情
報を入力

④ナビの案内に
て観光スポットに
向かう

広域検索情報目的詳細

本日15：00より、五

島有川うどんの里に
て、うどんつくり体験
が催されます。費用
は○○○○円です。
参加の予約をします
か？

イベント情報

予約 いいえ

③体験・参加した
い予約を押す

⑤施設側にはメ
ール等の手段で
予約をお知らせ

レンタカー店

アップリンク

アップリンク

アップリンク

プローブ収集サーバ（仮称）

走行状況を把握

ITSスポットで通過した際のアップリンクデ
ータをレンタカー店に情報提供

安全管理に活用

①で実現できることも
よりリアルタイムな把握・分析が可能！

＋

観光協会

カーナビ

既存の観光協会等
のコンテンツ

観光情報ＰＦ

データ
コンバータ

商工会自治体 交通事業者

定義書のフォームに則り入力

基本情報 情報収集提供のルール・運用体制を確立

携帯電話・スマホＰＣ ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞ等

管理者
承認

運行情報は既
存のコンテン
ツからの自動
取得も可能

旬の情報

管理者

②

①③

④

⑥

⑦ ⑧
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以下に検討中の「運営に関わるモデルに関する検討」

と、「プラットフォームの更なる活用に関する検討」の

経過について紹介する。 

 

(1) 運営に関わるモデルに関する検討 

観光情報プラットフォームの運営には、コンテンツの

管理とシステムの管理双方においてランニングコストが

必要となる。そのため、自立的な運営を図るためには、

少なくともランニングコストの確保が可能な運営モデル

を立案・実践していく必要がある。 

表-3に検討モデルの概要と実現に向けた課題について

示した。 

 

表-3 運営モデルに係る検討例 

運営モデル 概　要 検討課題

受益者から運

営費を協賛

EVレンタカー業者から利用者

数に応じた協賛金（例：１台あ

たり２００円；１４０万）を運営費

に充当。

・対象関係団体の抽出基準の整理

・関係団体の理解・協力を得るための

合意形成

・協賛金獲得のシミュレーション

広告収入 EV・充電器・PF等を広告媒体

として活用。

・スポンサーの確保

・料金、広告箇所などのガイドライン化

協賛金・ 補助

金

サーバー維持管理など、固定

費的なコストを行政の補助金

で賄い、マンパワーは地元で

負担。

・初期投資に限定 

・毎年補助金拠出に関する行政内部

の合意形成・調整（公共性の有無、使

用料としての必然性）

充電器の使用

料徴収

EV利用者から料金徴集。 ・現行システムに課金システムをビルト

イン（ex.レンタカー費に上乗せ等）

季節別変動の

平準化による

収入確保

冬場や平日は地元住民等へ

安価で貸し出す（協賛金案の

増強策）。 

稼働率の低いレンタカーの活

用に繋がる（利用者増からの

収入分から応分を運営費

へ）。

・シーズン、利用目的に応じた料金体

系の検討

例：通常5000円の料金を地元住民向

け料金として3000円と設定。実績の

５％が新規需要喚起分と想定（約300

台）し、２割（600円）を協議会の運用

費、８割をレンタカー会社の利益と設

定すると、18万の運用費が捻出できる

ＰＦ経由予約

の手数料収入

ＰＦから予約利用された事業

者・店舗等から１件あたり定額

の手数料を徴集。 

ＰＦの認知度向上にも寄与。

・手数料の算定方法の検討

・潜在需要の把握（実現性）

・事業者との合意形成

 

 

(2) 観光情報プラットフォームの活用方策 

一方で、自立的な運営を実現するには、観光情報プラ

ットフォームそのものの価値を挙げていくことが必要で

ある。サービスの認知度の向上や、認知度向上に伴う利

用者の増加、サービス参加企業の増大、などを進めてい

くことが重要である。表-5に検討モデルの概要と実現に 

向けた課題について示した。今後さらに活用方策につ

いて地域と連携した対応を重ねていく予定である。 

 

6. ワーキンググループ・ワークショップの実施 

8章までに紹介した観光情報プラットフォームやサー

ビスモデルは、本プロジェクトの下部組織であるワーキ

ンググループ(WG )とワークショップ(WS)を実施し、検

討を進めてきた。 

WGは地元の自治体や観光関連団体をはじめ、システ

ムメーカーやナビメーカー、県や国、大学等、産官学で 

表-4 観光情報プラットフォームの活用方策（案） 
ＰＦ活用策 概　要 検討課題

複数メディア・

ツールの活用

・五島関連のイベントへの相乗りや長

崎アンテナショップや物産会場等での

デジタルサイネージ設置依頼

・コスト試算、負担者検討

※認知度を高め、利用者を増

加させることでPFの付加価値
を向上

（ＰＦの認知度

の向上策）

・協力・協賛団体にとっては、特産品・

販売品の産地や製造過程の情報が流
れることで、消費者の関心や安心感を

深められる）

・協力者の発掘

・上映内容検討
・プロモーション企画

・効果把握のモニタリング

ＰＦ経由で訪れた利用者に、優待割引
や試供品・ノベルティグッズをプレゼン

トすることでＰＦ利用促進を図る（ＰＦ利

用の地元のビジネスモデルにも繋が

る）。
・協力・協賛団体にとっては、来訪者

増加、収入増加が期待出来る）

・協力者の発掘、募集
・効果把握のモニタリング

※イベント時の割引キャン

ペーン実践など

ＰＦの観光データを活用し、「五島を売

り込む」ＨＰ作成コンテスト開催。

参加者を始めとした人々にＰＦと五島
の認知度の向上を期待。

・企画検討

負担金試算

※公共が予算化可能性有

ＰＦの利用促

進策

五島の地域特性を考慮した新しいビジ

ネスモデルの交流の場として、ＰＦを活
用。

・ＰＦが有するマルチデバイス（様々な

ツールへ配信可能）の特性を活用。

・五島関連の情報をＰＦへ一元化する
ことで、五島の認知度及びPFの「情

報」の価値自体が向上。

→例えば、旅行業者による旅行商品

造成が期待（五島の特性を活かしたヘ
ルスツーリズム・文化観光の企画造成

に期待）。

※旅行者増加による地域活性化・島

の収入増加が期待。

・ＰＦの改良

・協賛者、参加者の発掘、募
集

・ＰＦのポテンシャルを如何に

明示できるか

・五島の地域特性（トライアス
ロン・椿油・サンゴ関連・キリシ

タン関連・遣唐使・万葉集・海

洋資源等）を活かした魅力あ

る情報の収集、管理、提供

ＰＦの利用促
進策

 
 

組織し、技術的要件や地域特性、地域ニーズを集約しな

がら解決すべき課題を検討し、成果を取りまとめてきた。 

また、WGの開催にあたっては、東京と長崎で同時開催

可能なサテライト形式を採用（図-22参照）して取り組

み、幅広い関係者からの意見やノウハウの提供を得てい

る。WG3は、WG2との合同会議も含め、全6回にわたり

実施し、本報告を導くのに大きな成果を得た。 

また、WSは、五島市および新上五島町で開催してい

る。国、県、大学に加え、観光客や来訪者と直接かかわ

る当事者である地元の住民、関係団体、自治体に参加頂

き、WG3で検討を行ったサービスに対する意見、運用

モデルや観光情報プラットフォームの展開方策など、地

元の立場からの生の意見を交えて議論する場として活発

な討議を行った（図-23）。 

WSの開催により、おすすめルートやスポット情報を

構成する時機に合ったコンテンツの作成方法など、細や

かな配慮事項が明らかになるとともに、将来運営を担う

地域の関係者の意識醸成にも寄与できた。 

 

7. 観光活性化支援型のITSモデル標準化に向けて 
本報告で紹介したプラットフォームは、今後五島地域

での実運用を経て、長崎県全域へ拡張を想定し、将来的

には県単位やブロック単位で汎用化することを目指して

いる。それにより、情報収集・管理・提供の為の情報基 
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図-22 サテライト会議開催の模様（WG） 

  

 

図-23 開催の模様（WS） 

 

盤とITSの移動支援サービスを、観光活性化の支援ツー

ルとして全国で活用できるよう、標準化を図っていくこ

とを目指す。 

また、ITSスポット対応カーナビを用いた未来型観光

ドライブのサービスには、国土交通省が高速道路等で推

進中のITSスポットサービスの技術（DSRC通信技術等）

を、地方の観光支援に特化して活用するモデル事例とし

ても取り組んでおり、有効性が確認できれば全国に整備

されたITSスポットの更なる有効活用にも繋がり、大き

な期待ができる。産官学が一体となり有効な施策を展開

していく予定である。 

 

8. 今後の展望 

本プロジェクトは、単にEVを多数配備することにと

どまらず、情報ネットワーク、モビリティネットワーク、

エネルギーネットワークの融合した次世代の社会システ

ムを、長崎県五島列島でエコアイランドとして実現する

ことを目指すものであり、本報告で紹介した、観光ITS

コンテンツサービス提供の仕組みは、情報の有効活用を

図るための一翼を担うものと考える。またこれらは、観

光への活用にとどまらず、平時の地域活動や、震災等の

災害時の情報の運用にも適用可能である。また、既にナ

ビゲーションの概念を長崎市中心部のLRTへと展開した

本プロジェクトの関連事例3）もある。引き続き標準化、

全国展開に向け、検討・整備を進めていく予定である。 
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The Start of Regional Tourism ITS Contents & Service System toward Realization  
of “Driving Tours of the Future” in Nagasaki EV&ITS 

 
Kosuke WATABE, Takahiro SUZUKI, Shuichi MATSUMOTO, Hitoshi MORITA 

 
Nagasaki Prefecture is promoting "Nagasaki EV&ITS project" as the main project of "Nagasaki Prefecture EV･PHV town 

plan". The project aims to activating local tourism and revitalize the resgion by integrating EV (electric vehicle) and ITS in Goto 

islands. In this project, the “integrated tourism information platform” is proposed and being constructed to realize an advanced 

ITS tourism called as “Driving Tours of the Future”. This is a system that collects and shares a variety of information and pro-

vides to various information media and devices. Namely, it unites and integrates the ITS car-navigation OBU as a next-

generation car communication device and various information devices as PC, mobiles, PDA, smart phones, etc. and provides 

services with local infromation from local region itself. 

This paper reports discussions in the workgroup with the members from industries, governments, universities and organiza-

tions and activities of wokshops with local residents to construct local attractive tourism services and contents and practical busi-

ness models to operate and update them. Future prospects to be a new standard of regional ITS model to revitalize local tourism 

and region are also stated.. 


